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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第89期

第３四半期
累計期間

第90期
第３四半期
累計期間

第89期

会計期間

自平成26年
　６月１日
至平成27年
　２月28日

自平成27年
　６月１日
至平成28年
　２月29日

自平成26年
　６月１日
至平成27年
　５月31日

売上高 （千円） 12,215,295 13,806,129 16,768,324

経常利益 （千円） 692,779 901,234 963,330

四半期（当期）純利益 （千円） 432,225 599,575 595,302

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 1,150,000 1,150,000 1,150,000

発行済株式総数 （千株） 19,164 19,164 19,164

純資産額 （千円） 19,285,342 19,430,305 19,516,638

総資産額 （千円） 24,789,717 25,647,329 25,346,638

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 22.87 31.84 31.49

※潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） 10.00 10.00 20.00

自己資本比率 （％） 77.80 75.76 77.00

 

回次
第89期

第３四半期
会計期間

第90期
第３四半期
会計期間

会計期間

自平成26年
　12月１日
至平成27年
　２月28日

自平成27年
　12月１日
至平成28年
　２月29日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 5.74 10.97

　（注）１．※当社は、潜在株式がありませんので、数値を記載しておりません。

　　　　２．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては、記載しておりません。

３．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。
 
(1）業績の状況

　当第３四半期累計期間における世界経済は、米国では堅調に推移し、欧州においても主要国を中心に緩やかな回

復がみられました。一方、一部新興諸国で経済成長が鈍化し、全体的には先行き不透明な状況にありました。

　わが国経済は、個人消費・設備投資の回復に力強さを欠くものの、雇用情勢に改善がみられ、企業収益も改善傾

向にあり、景気は弱さもみられるものの緩やかな回復基調が続きました。

　このような経営環境にあって当社は、主要な販売先であります造船業界に加え、発電プラントの受注についても

積極的な営業活動を展開し、修理やメンテナンス関連の部品注文の獲得にも注力しました。また、社内において

も、継続的な製造力強化、変化への機敏な対応ができる体制づくりのため、生産性向上に関する改革・改善への取

組みを行っております。

　当第３四半期累計期間における受注高は、16,420百万円（対前年同期比33.5％増）となり、4,121百万円前年同

期を上回りました。品種別にみますと、自動調節弁6,829百万円、バタフライ弁5,230百万円、遠隔操作装置4,360

百万円となり、対前年同期比では、自動調節弁は846百万円、バタフライ弁は2,220百万円、遠隔操作装置は1,054

百万円増加となりました。舶用関連が順調に推移し、全品種において受注高が大きく増加しました。

　売上高では、13,806百万円（対前年同期比13.0％増）となり、1,590百万円前年同期を上回りました。品種別で

は、自動調節弁6,531百万円、バタフライ弁3,677百万円、遠隔操作装置3,597百万円となり、対前年同期比では、

自動調節弁52百万円減、バタフライ弁886百万円増、遠隔操作装置757百万円増となりました。輸出関連の売上高

は、2,888百万円（対前年同期比37.9％増）となり、前年同期を大きく上回りました。当第３四半期会計期間末の

受注残高は期首に比べて2,614百万円増の14,463百万円となり、バタフライ弁・遠隔操作装置の受注残高が大きく

増加しました。

　利益面では、舶用関連の売上増加に伴い、経常利益は901百万円（対前年同期比30.1％増）、四半期純利益は599

百万円（対前年同期比38.7％増）といずれも増益となりました。

　なお、当社はバルブ及び遠隔操作装置製造・販売事業の単一セグメントであるため、上記業績についてはセグメ

ント別に代えて品種別に示しております。

 

(2）財政状態の分析

　当第３四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末と比べ300百万円増加の25,647百万円となりました。これは

主として、棚卸資産が534百万円、投資有価証券が726百万円増加したものの、現金及び預金が246百万円、売上債

権が321百万円、有価証券が435百万円減少したこと等によるものであります。

　負債の部は、前事業年度末と比べ387百万円増加の6,217百万円となりました。これは主として、仕入債務が460

百万円、未払法人税等が193百万円増加したものの、賞与引当金が105百万円、固定負債のその他が97百万円減少し

たこと等によるものであります。

　純資産の部は、前事業年度末と比べ86百万円減少の19,430百万円となりました。これは主として、四半期純利益

が599百万円、配当金の支払377百万円により、利益剰余金が16,740百万円となったこと、また、その他有価証券評

価差額金が244百万円（前事業年度末と比べ248百万円の減少）となったこと等によるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。また同期間に

おいて、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は、27,195千円であります。

　なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　また、当社は、バルブ及び遠隔操作装置製造・販売事業の単一セグメントであるため、セグメント情報に関連付

けて記載はしておりません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 76,164,000

計 76,164,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年２月29日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年４月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 19,164,000 19,164,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

1,000株

計 19,164,000 19,164,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（千株）

発行済株式総
数残高(千株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成27年12月１日～

 平成28年２月29日
－ 19,164 － 1,150,000 － 515,871

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

 当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成27年11月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成27年11月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式   362,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 18,743,000 18,743 －

単元未満株式 普通株式    59,000 － －

発行済株式総数 19,164,000 － －

総株主の議決権 － 18,743 －

 

②【自己株式等】

平成27年11月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

㈱中北製作所

大阪府大東市深野

南町１番１号
362,000 － 362,000 1.89

計 － 362,000 － 362,000 1.89

　（注）当第３四半期会計期間末日現在の自己名義所有株式数は362,507株、その発行済株式総数に対する所有株式数の

　　　割合は1.89％であります。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。

 

 

EDINET提出書類

株式会社中北製作所(E01649)

四半期報告書

 5/13



第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成27年12月１日から平成28

年２月29日まで）及び第３四半期累計期間（平成27年６月１日から平成28年２月29日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、優成監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財

政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

 

EDINET提出書類

株式会社中北製作所(E01649)

四半期報告書

 6/13



１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成27年５月31日)
当第３四半期会計期間
(平成28年２月29日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,683,826 5,436,850

受取手形及び売掛金 6,331,331 6,155,202

電子記録債権 1,141,171 995,494

有価証券 1,800,196 1,365,094

商品及び製品 928,685 1,108,578

仕掛品 1,326,856 1,540,320

原材料及び貯蔵品 1,499,119 1,640,019

その他 674,487 752,299

貸倒引当金 △37,600 △35,760

流動資産合計 19,348,074 18,958,099

固定資産   

有形固定資産   

土地 1,551,106 1,551,106

その他（純額） 1,677,963 1,632,803

有形固定資産合計 3,229,069 3,183,909

無形固定資産 20,904 17,491

投資その他の資産   

投資有価証券 2,601,201 3,327,516

その他 148,855 161,780

貸倒引当金 △1,467 △1,467

投資その他の資産合計 2,748,589 3,487,829

固定資産合計 5,998,563 6,689,229

資産合計 25,346,638 25,647,329

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,919,567 1,525,484

電子記録債務 － 1,854,561

賞与引当金 217,000 111,500

製品保証引当金 100,000 107,000

未払法人税等 － 193,352

その他 361,573 317,906

流動負債合計 3,598,141 4,109,805

固定負債   

長期借入金 1,850,000 1,850,000

退職給付引当金 173,746 145,871

役員退職慰労引当金 45,160 45,160

資産除去債務 36,635 37,101

その他 126,316 29,085

固定負債合計 2,231,858 2,107,218

負債合計 5,829,999 6,217,023
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成27年５月31日)
当第３四半期会計期間
(平成28年２月29日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,150,000 1,150,000

資本剰余金 1,479,586 1,479,586

利益剰余金 16,518,428 16,740,974

自己株式 △123,595 △184,295

株主資本合計 19,024,420 19,186,266

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 492,217 244,038

評価・換算差額等合計 492,217 244,038

純資産合計 19,516,638 19,430,305

負債純資産合計 25,346,638 25,647,329
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期累計期間
(自　平成26年６月１日
　至　平成27年２月28日)

当第３四半期累計期間
(自　平成27年６月１日
　至　平成28年２月29日)

売上高 12,215,295 13,806,129

売上原価 10,424,246 11,683,173

売上総利益 1,791,049 2,122,955

販売費及び一般管理費 1,235,535 1,335,531

営業利益 555,513 787,424

営業外収益   

受取利息 30,459 33,077

受取配当金 31,113 33,413

不動産賃貸料 65,017 66,519

為替差益 9,909 －

雑収入 12,900 8,988

営業外収益合計 149,400 141,999

営業外費用   

支払利息 11,727 9,619

為替差損 － 14,429

雑損失 407 4,141

営業外費用合計 12,134 28,189

経常利益 692,779 901,234

特別利益   

投資有価証券売却益 － 30,072

特別利益合計 － 30,072

税引前四半期純利益 692,779 931,306

法人税等 260,554 331,731

四半期純利益 432,225 599,575
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【注記事項】

（四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しておりま

す。

 

（四半期貸借対照表関係）

受取手形裏書譲渡高

 
前事業年度

（平成27年５月31日）
当第３四半期会計期間
（平成28年２月29日）

受取手形裏書譲渡高 44,727千円 －千円

 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

 期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間

（自 平成26年６月１日
至 平成27年２月28日）

当第３四半期累計期間
（自 平成27年６月１日
至 平成28年２月29日）

減価償却費 209,404千円 207,884千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期累計期間（自平成26年６月１日　至平成27年２月28日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

　決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年８月28日

定時株主総会
普通株式 236,295 12.5  平成26年５月31日  平成26年８月29日 利益剰余金

平成27年１月9日

取締役会
普通株式 189,026 10.0  平成26年11月30日  平成27年２月６日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期累計期間（自平成27年６月１日　至平成28年２月29日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

　決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年８月28日

定時株主総会
普通株式 189,014 10.0  平成27年５月31日  平成27年８月31日 利益剰余金

平成28年１月８日

取締役会
普通株式 188,014 10.0  平成27年11月30日  平成28年２月５日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、バルブ及び遠隔操作装置製造・販売事業の単一セグメントであるため、記載は省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間

（自　平成26年６月１日
至　平成27年２月28日）

当第３四半期累計期間
（自　平成27年６月１日
至　平成28年２月29日）

  １株当たり四半期純利益金額 22円87銭 31円84銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 432,225 599,575

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 432,225 599,575

普通株式の期中平均株式数（千株） 18,902 18,831

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

 平成28年１月８日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

 (イ）中間配当による配当金の総額……………………188,014千円

 (ロ）１株当たりの金額…………………………………10円00銭

 (ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成28年２月５日

 (注）平成27年11月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

                                                                                         平成28年４月７日

株式会社中北製作所

取締役会　御中
 

 

 優成監査法人

 

 
　 指定社員

 業務執行社員
 公認会計士 本間　洋一　　　　  印

 

 
　 指定社員

 業務執行社員
 公認会計士 大好　　慧　　　　  印

 
 
 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社中北製

作所の平成27年６月１日から平成28年５月31日までの第90期事業年度の第３四半期会計期間（平成27年12月１日から平成

28年２月29日まで）及び第３四半期累計期間（平成27年６月１日から平成28年２月29日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社中北製作所の平成28年２月29日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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